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純マグネシウム (純度99.9%) は、他の金属に比べて比重が軽く内部損失が大き
いという振動板に大変好適な優れた素材です。これまで金属系振動板には、主
にアルミニウム合金やチタンなどが、低比重、高剛性、振動板を伝搬する音速
の速さ、優れた成型性などを理由に使われてきました。一方では、これらの金
属は内部損失が小さいために「鋭い鳴き」や「収まらない余韻」など、音響性
能に大きく影響を及ぼす短所も併せ持っていますので、これらの短所を低減出
来る材料として、マグネシウム合金を用いた振動板が開発されてきていまし
た。フォステクスが注目した純マグネシウムは、より内部損失が高いという素
性の良さはありましたが、薄肉化や成型加工が難しい為に実用化が困難でし
た。しかし、特殊温間圧延技術や金型と工程の設計、温間深絞り加工技術に加
え、成型時に特殊な油脂を用いて潤滑性を改善し絞り性を向上させるなどの工
夫を重ねる事によって、純マグネシウム振動板の成型に成功いたしました。

MIDコントローラーは、聴覚の最も敏感な帯域付近の1.6kHz～6kHzを+1dB～-2dBの範囲で微調整することにより、
再生環境の変化や多様な嗜好に適応することができます。なおMIDコントローラーは、ツィーターと並列につない
であるので、コントローラーを流れる信号はツィーターに流れません。よってツィーターの音質に影響を与えずに
調整することができます。

☆通常は「0」の位置でバランス良く聴こえるように設計
しています。柔らかくマイルドにした時は、「0と-1の間 
(1/4ぐらい) 」に、シャープにしたい時は「0と+1の間 (1/2
ぐらい)」にツマミを調整してみてください。音量が変わる
というより「表現」「表情」「ニュアンス」といった聴こ
え方に変化があります。「0」を基準に動かしてみて、そ
の変化をお楽しみください。

ネットワーク部品は、空芯コイルと高音質フィルムコンデンサーで構成しています。特に重要なツィーターの直列
コンデンサーには、G2000で開発した銅・銀合金同芯撚り線を引き出し線に使用した、フィルムコンデンサーを採
用しました。内部配線にも銅・銀合金同芯撚り線を使用し、接点は金メッキスリーブによるカシメ接続を行い音質
の劣化を防いでいます。入力端子は、接点損失の少ない銅削り出し金メッキターミナルです。
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リッジドーム形状に成形した純マグネシウム振動板ツィーターは、分割
振動による共振を分散させ、女性ボーカルのしっとりした歌声や、明瞭
で豊富な倍音成分を持つバイオリンの響きを存分にお楽しみいただけま
す。磁気回路には、強力な直径70mmの大型フェライト磁石を使用して
います。

フラッグシップモデルG2000で開発
した純マグネシウムHR形状振動板の
技術を展開して開発されたアルミニ
ウム合金HR形状振動板を、2009年発
売のGX100より継承して使用してい
ます。HR形状は分割振動による共振
を分散する事ができますので、金属
振動板特有の鳴きを抑えられ、金属
振動板の密度が高く伝搬速度が早い
という優れた性質を最大限に発揮す
る事ができます。

HR (HP ROTATION)とは建築構造力学の分野で知
られているHP (HYPERBOLIC PARABOLOIDAL)形
状を更に改善するために、円周方向に回転を加
えたものです。この形状は内部応力として剪弾
力のみ働き、曲げ応力が働かないので、軽量で
高剛性が得られると共に、分割振動による共振
を分散しますので、内部損失の少ない金属材料
に最適な形状です。

GX100BJには、板材として安定した強度と形状を保ち、自然な振動減衰と心地良い響きを持つ
音響用の積層合板を基に、表面をオレフィン系シートで化粧仕上げした材料を使用していま
す。各部の材厚を適材適所で変える事で剛性バランスを最適化 (バッフル板： 18mm、天地側
板： 15mm)し、静寂で透明感のある音場の再現と、滑らかで艶のある再生音を実現しました。
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